
船舶事故調査報告書 

令和元年５月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成３０年１１月２５日 ０７時４５分ごろ 

発生場所 広島県広島市似
にの

島北方沖 

宇品
う じ な

灯台から真方位２３６°１.１海里付近 

（概位 北緯３４°１９.８′ 東経１３２°２６.６′） 

事故の概要 遊漁船第二ひろみ丸は、南南東進中、また、プレジャーボート

Hacchin
ハ ッ チ ン

Ⅲは、西進中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 平成３０年１２月５日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 遊漁船 第二ひろみ丸、３.３トン 

   ＨＳ３－２３５５９（漁船登録番号）、個人所有 

   第２７０－３０４９１号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ プレジャーボート HacchinⅢ、３.２トン 

 ２７０－４５５９１広島、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船尾部外板に破損 

Ｂ 右舷船首部外板に破口 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 なし、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、南南東進中、船長Ａが、左舷方

にＢ船を目視で認めた際、Ａ船が保持船なので、Ｂ船がＡ船を避ける

と思い、汽笛の吹鳴等を行わずに同じ針路及び速力で航行を続け、Ｂ

船が左舷方約５０ｍまで接近したので危険を感じて増速したが、Ｂ船

と衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、西進中、船長Ｂが、操舵室右舷

側前面にある幅約２０cm の窓枠により生じた死角にＡ船が入っていた

ので、Ａ船を右舷船首方約５０ｍ付近に初めて視認し、主機を中立運

転に続き、後進一杯としたが、Ａ船と衝突した。 

分析 Ａ船は、南南東進中、船長Ａが、Ｂ船がＡ船を避けると思い、同じ

針路及び速力で航行を続けたことから、Ｂ船と衝突したものと考えら

れる。 

Ｂ船は、西進中、船長Ｂが、窓枠により生じた死角にＡ船が入った

状態で航行を続けたことから、Ａ船に気付くのが遅れ、Ａ船と衝突し

たものと考えられる。 



 

原因  本事故は、Ａ船が南南東進中、Ｂ船が西進中、船長Ａが、Ｂ船がＡ

船を避けると思い、同じ針路及び速力で航行を続け、また、船長Ｂ

が、窓枠により生じた死角にＡ船が入った状態で航行を続けたため、

両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・自船の左舷方から接近してくる船舶を認めた際、予断を持たず、

相手船の意図又は動作が不明な場合には、速やかに汽笛の吹鳴等

を実施したのち、相手船との衝突を避ける措置を採ること。 

・航行中は、窓枠等により生じる死角に対し、船首を振ったり、身

体を移動させたりするなどして常時適切な見張りを行うこと。 


